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実施場所

 ベトナム、タイグエン省
フックティン養豚場

 ベトナム、ハイズン省
ブイフィハン養豚場事業の背景

事業の概要

導入する技術の概要

期待される成果・事業化展望

 ベトナムの養豚業は中国に次いでアジア第2位の飼養頭数を

誇る重要産業であるが、大量に排出される養豚糞尿の処理
が課題となっている。

 養豚糞尿の約40%は池、河川及び下水への直接放流等不適

正な処理が行われている。残りの養豚糞尿は、バイオガス処
理（30%）及びラグーン処理（30%）が行われているがその処理
後の排水品質にも課題が多い。

 適正な処理が行われていない養豚糞尿は水質汚染、悪臭な
ど生活衛生環境の悪化及びGHG排出源（嫌気性発酵による
CH4排出）となっている。

 日本で産学官の連携協力により開発された「ハイブリッド伏流
式人工湿地ろ過システム」。

 本技術の特徴は、省スペース、低コスト（初期投資及びランニ
ングコスト）及び省エネルギーである。

 期待される成果として、水質改善、資源・エネルギー循環の向
上、GHG排出量の削減、生活環境の改善及び畜産業の持続的
発展への貢献が挙げられる。

 ニーズの高いベトナム国内の畜産排水処理にターゲットを絞り
つつ、将来的には食品加工工場等の有機性排水や周辺のア
ジア諸国へ事業展開を計画する。

 施設改修による実証事業を通して、現地政府関連機関や多く
の事業者に技術を認知してもらい、新規受注を促す。

 本業務は、「アジア水環境改善モデル事業」としてベトナム国
におけるハイブリッド伏流式人工湿地ろ過システムの普及を
目的とし、FS調査、水質改善効果等の定量的な把握及び検
証を実施し、事業計画書を作成するものである。
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